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教員の負担軽減のための工夫
実施校が取り組んでいる工夫事例
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場 面 発生業務 工夫事例

活動前 受入れ側の探索

• 「子ども農山漁村交流プロジェクトコーディ
ネートシステム」を活用して、条件に合致す
る受入れ側を探索

• 国立青少年教育施設ホームページの掲
載情報から、受入れ側を探索

活動前 体験プログラムの策定

• 活動目的と組み込みたい体験プログラム、
またスケジュール素案を受入れ側に送付し、
少ないやり取りで旅程表を確定

活動前 受入れ側や旅行会社等との
各種調整に係るやり取り

• 学校側の窓口を責任者に一元化し、関
係各所との簡単なやり取りは窓口にて解
決すると共に、従来発生していた学校内の
進捗報告の回数も軽減

活動前 保護者からの
活動費用の徴収

• 保護者が費用を振り込む方式を採用し、
集金、及び旅行会社への支払いに係る
教員の負担を削減

活動前 補助者の協力要請
• 教育委員会が「指導員希望者」の情報を

取り纏め、学校側が、依頼したいと判断し
た希望者に直接連絡できる仕組みを確立

活動中 児童生徒の指導、安全管理

• 補助者の活用を通して、教員１人あたり
が見守る児童生徒数を減らすことができ、
負担を軽減

（ ⇒ より手厚い指導・補助が可能 ）

⇒ p.51～52に、ポイントを掲載

⇒ p.61～63に、ポイントを掲載

⇒ p.119に、工夫事例を掲載

⇒ p.121に、工夫事例を掲載

⇒ p.45 ～49に、ポイントを掲載

⇒ p.120に、工夫事例を掲載



教員の負担軽減のための工夫
５－１．やり取り窓口の一元化
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体験プログラム内容の調整や保険への加入等、業務ごとに担当者を決定することは重要ですが、
関係各所との窓口対応も担当者に任せるかどうかは検討しても良いかもしれません。校長や学年
主任等、農山漁村体験活動の責任者を「関係各所との窓口担当」とした場合、担当者の業務
負荷の軽減のみならず、業務ごとの進捗状況や情報が責任者に集約されるメリットも期待できます。

窓口対応も担当者に任せる場合

窓口を責任者に一元化する場合

責任者

受入れ側

旅行会社

保険会社

宿泊施設

④ 回答

① 問い合わせ

①
④

①
④

①
④

②
③
②

②
③

責任者
体験活動に関わる教員

各所とのやり取り内容や
変更点等を全体に共有

担当者の確認が必要な
場合は、個別に相談 旅行会社

宿泊施設

旅行会社

保険会社

担当者が直接、やり取り

問い合わせ

回答できる場合は
責任者が回答

関係各所からの問い合わせに、担当者の判断で回答できない場合には、責任者へ報告・連絡・
相談する必要があるため、やり取りに時間を要することが想像されます。また、上記で示す矢印のほか、
保護者等からの問い合わせにも対応する必要があり、特に担任の業務負担は大きくなります。

教員Ａ

教員Ｂ

教員Ｃ

責任者に一元化する場合には、責任者の業務負荷が大きくなりすぎないように留意しましょう。



教員の負担軽減のための工夫
５－２．費用の振込方式を活用した関連業務の軽減
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活動費用の徴収方法を、「児童生徒から教員への手渡し」から「学校又は旅行会社の指定口
座への振込み」に切り替えることで、保護者の振込状況の整理や現金の管理業務の軽減などが期
待できます。
ほか、学校口座への入金業務も軽減することが期待されます。

また、児童生徒が大金を持ち歩くリスク（紛失するリスク）をなくす効果も挙げられます。

旅行会社の中には、「教育旅行積立」といった活動費用の積立プラン（徴収プラン）を提供して
いる会社も存在しています。体験活動の実施にあたって旅行会社と連絡を取る際には、費用の徴収
方法について相談してみても良いでしょう。

学 校保 護 者 旅行会社
体験活動の概要・費用、
振込口座、振込期限

活動概要、参加人数

１人あたり活動費用

活動費用の口座振込
（生徒１人ずつ）

体験活動全体で発生する
費用の口座振込

【活動後】 精算

凡 例
： 情報の流れ

： 金銭の流れ
 児童生徒に大金を持たせて

通学させる不安・リスクがなくなる

 保護者の振込状況を口座から確認できる
 学校内で現金を管理する必要がなくなる
 学校口座への振込業務が不要となる

※ 未納の保護者への督促等は、従来どおりに発生する。

活動費用の口座振込
（生徒１人ずつ）



教員の負担軽減のための工夫
５－３．補助者の情報を教育委員会で収集・整理
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指導員希望者が自ら情報を登録（武蔵野市）

出典）セカンドスクール生活指導員を希望される皆様へ（武蔵野市）
http://www.city.musashino.lg.jp/kurashi_guide/kyoikui/tokushoku_kyoiku/1022118.html

学校
指導員希望者

教育委員会

名簿登録票を
教育委員会に提出

希望者名簿の作成
各学校への展開

面接等の連絡

武蔵野市立の学校が実施する、自然豊かな農山漁村に長期宿泊を行う教育活動（セカンド
スクール）では、教育委員会が「指導員希望者」の情報を取り纏めており、学校側が、依頼したいと
判断した希望者に直接連絡できる仕組みとなっています。

なお、学校は、この仕組みを活用するほか、独自に補助者を集めることも可能となっています。
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